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垂水市 包括連携協定最新レポート／特集
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スマホバイトサービス「タイミー」の詳細へ ▶

　３月 30 日、垂水市役所で、関係人口の創出および移住・定住の促進や、
子育てと仕事の両立およびワークライフバランスの促進、地域課題解決人
材の採用・育成、空き家の有効活用等を目的に、株式会社 LIFULL と包括
連携協定を締結。

最新‼

　包括連携協定は、相手方のネームバリューや実績を重要視するのではなく、相互に連携することで、具体
的にどのような事業を行うことができるのか、それらをつうじて本市にとってどのようなメリットが生じ、
本市の課題解決の一助とすることができるかという点を大切にしています。
　今後も、期待できる効果をしっかりと検証したうえで、包括連携協定の締結をつうじて市民生活の質の向
上や地域発展に寄与するよう取り組んでまいります。

このまちの未来がもっと輝くために04

7
Pick up

公益財団法人慈愛会

❶ 産婦人科医療機関「慈愛会垂水サテライトクリニック」開設
　 →女性が婦人科診療や妊婦健診等を行う際、市外で受診する必要があると
　　 いう状況を踏まえ、令和 5 年 12 月 18 日に「産婦人科医療体制確保事
　　 業に関する協定」を新たに締結。令和６年 5 月 7 日に本市初となる同ク
　　 リニックを開設。

❷ 女性がん検診個別検診
　 →本市の集団検診で行う「子宮頸がん検診」「乳がん検診」の若い世代の受
　　 診率が低く、より受診の窓口を拡充することを目的に、令和 4 年 10 月
　　 4 日から公益財団法人慈愛会の医療機関にて「子宮頸がん検診・乳がん
　　 検診の病院検診（個別検診）」を開始。

主な連携事業

【実績】受診者数

▲ 慈愛会垂水サテライトクリニック
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株式会社アスリートキャリアセンター

❶ 本市の PR および特産品の付加価値向上
　 →青山学院大学体育会陸上競技部（長距離ブロック）の原晋

すすむ

監督が、同社
　　 の代表理事を務めることから、令和 7 年 11 月 22 日に東京都で行われ
　　 た 5 大学対抗陸上競技大会の会場にて、約 1,300 人が来場するなか、
　　 青山学院大学ブルーピーク食堂と本市のコラボメニューを販売。

❷ 地域スポーツに関わる指導者へ研修会を実施
　 →部活動指導員等を対象に、実技を含めた研修会を実施予定。

❸ スポーツによるまちづくり
　 →青山学院大学女子駅伝チーム創設目的等のビジョンを共有するパート　
　　 ナーとして本市が参画。

主な連携事業
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株式会社タイミー

❶ 市内事業者の人材確保支援
　 →労働力不足という地域課題の解決等を目的に、令和 7 年 8 月 25 日、10
　　 月 28 日、スキマバイトサービス「タイミー」の事業者向け説明会を開催。
　　 市内 12 事業者が参加。

❷ 市のイベント時における人材確保支援
　 →市が主催するイベントにおいて、市職員の負担軽減等を図るため、今年
　　 度からスタッフの委託を実施予定。

主な連携事業

▲ 包括連携協定締結式の様子
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株式会社 LIFULL

❶ 子育て世代を対象としたテレワーカー育成講座
　 →テレワーカーとしてのスキルを学ぶことで、柔軟な働き方を創出し、仕
　　 事と家庭の両立に向けた支援体制の推進を図ることを目的に令和６年度
　　 から同講座を実施。

主な連携事業
【実績】テレワーカー育成講座

▲ 包括連携協定締結式の様子

協定式

牛根地区公民館、グローバル・オーシャン・
ワークス株式会社、健土株式会社

❶ 旧牛根中学校でグラウンドゴルフ場の整備
　 →牛根地区の地域振興計画に位置付けられた「地域のありたい姿」を具現
　　 化するため、関係者 4 者が協力・連携し、それぞれが有する資源を提供
　　 することで、旧牛根中学校のグラウンドを活用したグラウンドゴルフ場
　　 の整備に取り組む。

　　 →①牛根地区公民館／維持管理作業　　　 
　　　 ②グローバル・オーシャン・ワークス株式会社／休憩施設の設置予定
　　　 ③健土株式会社／事務所の解放
　　　 ④垂水市／刈草置場の設置、上ノ原自治公民館への階段設置、
　　　　　　　　 水たまり対策としての真砂土の設置

主な連携事業

▲ 包括連携協定締結式の様子

11
Pick up

▲ グラウンドゴルフ場

株式会社タイミーマスコットキャラクター
「タイミン」

「たるたる」

令和 6年度
延べ

令和 7 年度
延べ

374 人
428 人

第 1 期受講生のうち
6人がテレワーカー

として活躍

▲ 事業者向け説明会の様子

▲ コラボメニュー販売の様子

▲ 青山学院大学女子駅伝チーム創設
　  記者会見の様子
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